
2004.5.11 広報おおあらい　（12）

4月10日、大洗歩く会主催による第11回ウォーキ

ングが開催され、150名の方が参加し、村松山虚空

蔵堂から阿漕ヶ浦公園までの約3.5kmを歩きました。

当日は、春のうららかな陽射しを浴びながら満開

の桜の下を思い思いのペースでウォーキングを楽し

み「きれいな桜をみながら、お弁当がおいしく食べ

られました」「歩くのには最高の陽気でした」など参

加した皆さんはさわやかな春の一日を満喫されてい

ました。

大洗歩く会ウォーキング

4月13日から15日にかけて町内の小中学校において、

町職員によるごみ減量化の説明会が行われました。紙や

ペットボトルをリサイクルすると何になるかなど、子ど

もたちに身近な例をあげてごみの減量化の大切さについ

て説明しました。子どもたちからは、「ノートや教科書な

どもリサイクルできるのですか」「ダンボールが鉛筆に生

まれ変わるなんて驚いた」などの質問や感想が寄せられ、

物を大切にすることや分別などの意識が芽生えるととも

に家族だんらんの話題になったのではないでしょうか。

ごみ減量化推進のための学校説明会

4月12日、町内の28団体、約700名が参加し、大洗町

交通安全町民歩行パレードが開催されました。交通安全運

動決意表明などが行われた開会式の後、大洗高校マーチン

グバンドの演奏に合わせ、大洗文化センター前を出発、大

貫郵便局前までの町内バス通り約1.5kmを行進し交通安全

を呼びかけました。

大洗町交通安全町民歩行パレードを開催
【主な参加団体】

明石保育園、安全運転管理者事業所、

祝町幼稚園、大洗高校、大洗町観光協会、

大洗町議会議員、大洗町交通安全母の会、

大洗町高年者クラブ連合会、大洗町こど

も会育成連合会、大洗町商工会、大洗町

連合女性会、大洗町PTA連絡協議会、大

洗町役場、大洗ライオンズクラブ、大洗

ロータリークラブ、核燃料サイクル開発

機構大洗工学センター、こすもすくーる、

消防団、女性防火クラブ、第一保育所、

第二保育所、滝口保育園、夏海幼稚園、

日本核燃料開発株式会社、日本原子力研

究所大洗研究所、ひじり保育園、水戸地

区交通安全協会大洗支部　（50音順）



「干物づくり」 「うしか」を使っ
て干物づくりにチャレンジ！小さな
子も教授の丁寧な指導を受けながら
「上手にできた」

「しのパン焼き」 細い竹（篠竹）
に発酵させたパン生地を巻きつけて
火であぶって食べます。焼きたては
とっても香ばしくて表面パリッ「楽
しくておいしい」

「海藻押し葉」 大洗の磯で採れた
海藻を乾かしてしおりを作ってみま
した。さまざまな色や形をした海藻
があり、みんなで考えながらかわい
いしおりを作りました。

「Tシャツアート」 海の絵、
太陽の絵、愛犬の絵、思い思い
の絵をTシャツに描きました。

「貝あわせ」 貝あわせは平安時代より伝わる
伝統工芸で、金箔や漆を張ったうえに雅やかな
絵や螺

ら

鈿
でん

細工を施す高貴な玩具です。はまぐり
を裏返してぴたりと同じ組み合わせの貝をあて
るゲーム、神経衰弱のようなもので、今回は教
授の指導のもと、桜の花の絵付けを行いすばら
しい作品ができあがりました。

「千人たらし」 この日用意した大きなバケツ3
杯分のたらしはイベント終了前にすっかりみなさ
んのお腹に収まってしまいました。初めてたらし
を食べた方達は「とってもおいしかったです。ま
た食べたいな！」との声多数。大満足のたらし焼
き体験になったようです。
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海辺の都市や港湾の振興についての特集番組取材のため、

韓国のMBCが港を中心としたまちづくりを進める国土交通省

の担当者とともに大洗海の大学を訪れました。

小谷町長へのインタビューでは、「どのようなプログラムを

展開していくのか」「地域の産業をどのように活性化していく

のか」など質問がされ、前浜の魚を使った旬の料理教室など

の体験事業を興味深く取材していきました。韓国の皆さんに

大洗町のすばらしさが紹介されることと思います。

韓国のテレビ局が海の大学を取材 4／10

4月4日（日）、豊かな自然の中で数多くの楽しいプログラム

を体験する「大洗海の大学」が開校しました。開校式では、中

川総長のあいさつ、小谷隆亮町長の海の大学名誉総長任命授与、

加藤一五教育長の名誉教授任命、各学部の教授紹介後、大洗町

民吹奏楽団が演奏するファンファーレが流れる中、参加者全員

による開校記念のテープカットをおこないました。

山崎事務局長は「とても寒い雨の中で人出が非常に心配でし

たが、350人もの人たちが参加してくれて大変うれしかったで

す。みなさんにご満足いただけるようなプログラムを充実させ

ていきたいと思っていますので、これからの大洗海の大学をど

うぞよろしくお願いします」と語っていました。
▲中川総長のあいさつ
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じ仕組みなんじゃ。
火力発電の良いところは、電気をつくる量を調整しやす

く、燃料を運んだり貯めておくことができるんじゃな。し
かし、その燃料となる石炭・石油・天然ガスは地球上では
限りがあることや、燃やした時に地球温暖化に影響する二
酸化炭素や大気汚染物質を出すこと、またそのほとんどを
日本では海外からの輸入にたよらなければならないといっ
た欠点もあるんじゃな。したがって限られた資源を有効に
使うためにも、火力発電だけにたよらず、自然のエネルギ
ーや原子力発電をバランスよく利用することが大切なんじ
ゃ。最後に、火力発電は日本全体の発電量のどのくらいを
占めているか知っているかな？なんと約50%の電力を作っ
ているんじゃ。
それではまた次回のコラムでお会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

遠峰
とおみね

玄覚
ひろあき

くん
（新町7区の4 1歳3ヶ月）
お父さん　恭弘 お母さん　孝枝
「大洗大好きちびっ子です」

― 火力発電 ―
今回は「火力発電」についてお話をしよう。
前回は水のエネルギーで電気を作る「水力発電」につい

てお話したんじゃな。今回は石炭・石油・天然ガスといっ
た化石燃料を燃やした時に発生する熱エネルギーを使った
「火力発電」についてお話しよう。火力発電ではまず、燃料
を燃やした時の熱で水を沸かし蒸気をつくるんじゃ。その
蒸気の力でタービンを回すことによって、タービンとつな
がっている発電機も回し、電気をつくるんじゃ。例えて言
うなら、やかんでお湯を沸かすとやかんから蒸気が吹き出
す。そこに羽根車を近づけると羽が回るじゃろ。それと同

「山つつじ」 関根　竹次郎

「波の造形」 佐藤　邦夫

中山
なかやま

沙帆
さ ほ

ちゃん
（二丁目2区　1歳3ヶ月）
お父さん　真司 お母さん　美穂
「いつもニコニコわが家の天使♪今日も元気でーす」

火力発電のしくみ�

燃料タンク�

ボイラー�

じょう気�
タービン�

発電機�

海水�

水� 復水器�

発
電
機�

羽根車�
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第
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保
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所
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ぼ
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。
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猫
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追
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。
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潮
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つ
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く
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。
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り
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。
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か
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し
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ら
れ
る
。
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と
こ
と
わ
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ま
み
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る
事
の
な
き
友
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て
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に
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ル
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を
繰く

る
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四
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上
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さ
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〕
再
び
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こ
の
世
で
逢
う
こ
と
の
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人
を
、
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ル
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に
求
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ん
で
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る
。

水
戸
の
地
の
弘
道
館
を
廻

も
と
お

れ
ば
時
空
を
越
え
て
咲
き

誇
る
梅

南
清
水
一
区
　
広
木
　
チ
イ

〔
評
〕
斉
昭
公
に
よ
る
藩
校
跡
の
梅
は
見
事
。

朝
明
け
の
海
面
穏お

だ

し
く
靄
い
立
ち
空
と
溶
け
合
う
袖

が
浦
浜

前
原
一
区
　
堀
野
　
満
穂

〔
評
〕
町
の
南
に
位
置
す
る
海
辺
の
景
で
あ
る
。
調
べ
も

よ
く
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
る
。

春
め
き
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
伸
び
そ
め
て
二
列
に

そ
ろ
え
ば
園
児
の
如
し

永
町
七
区
　
秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
園
児
を
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
た
と
え
て
面
白
い
。

弘
道
館
の
園
生
は
梅
を
咲
か
し
め
て
部
屋
の
襖
に
古

木
白
梅

永
町
一
区
　
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
正
室
床
間
の
襖
に
作
者
は
春
を
発
見
し
て
い
る
。

老
の
疲
れ
三
日
経
て
よ
り
出
る
と
謂
う
こ
と
わ
り
知

り
ぬ
今
朝
の
体
調

仲
町
四
区
　
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
高
齢
に
も
め
げ
ず
作
歌
に
余
念
が
な
い
。

現
世

う
つ
し
よ

に
生
き
る
も
死
ぬ
る
も
叶
は
ぬ
を
冥
府

め
い
ふ

の
回
廊

に
連
な
っ
て
ゐ
る

永
町
六
区
　
鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕「
冥
府
の
回
廊
」
が
一
首
の
中
で
効
い
て
い
る
。

雨
止
み
て
み
ど
り
洗
わ
れ
つ
や
や
か
な
彩
ど
り
見
せ

寒
椿
咲
く

永
町
六
区
　
笹
目
　
孝
子

〔
評
〕
寒
椿
の
咲
く
様
が
よ
く
目
の
前
に
見
え
て
く
る
。

重
ね
着
し
て
春
の
便
り
を
聞
き
お
り
ぬ
旅
の
誘
い
は
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〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

ゴマフアザラシ�
Phoca vitulina

　ゴマフアザラシは、北半球の高緯度

地方に広く分布しており、北海道近辺

にも姿を見せます。名前の由来は、体

全体に黒いゴマを振ったような斑紋が

あるためです。当館では、４頭飼育して

おり、唯一のオスのタル君は、３頭のメ

スにアタックをしているものの受け入れ

てもらえず、現在に至っております。頑

張っているタル君にエールを送り、今後

の展開に期待しましょう。　　　　　　　　　　　　 　　　（海獣展示課　鈴木常広）�


